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原子力機構 

 

（概要） 

軽水炉の安全性向上に資する事故耐性を高めた新型燃料部材の研究開発が進められている。有力

な候補材料の一つとして検討されている FeCrAl-ODS 鋼では、材料開発と並行して炉心設計に必要

となる種々の材料特性データを計画的に整備していく必要がある。本研究では、炉心設計に必要な

試験炉照射のデータ取得に向けた準備段階として、現在、化学成分や熱処理温度等の最適化が進め

られている FeCrAl-ODS 鋼に関する照射特性の予備的な評価を目的に、イオン照射した試験片の硬

さ測定と組織観察を実施した。 
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１．目的 

軽水炉稼働温度での長時間使用で懸念されるFeCrAl系酸化物分散強化型（ODS）鋼中の酸化物粒子の溶

解及びODS鋼母相の照射下相分離と照射条件パラメータ（照射速度、照射損傷量、照射温度）との関係を

把握するため、各種の特徴を有する加速器を用いたイオン照射実験、照射試験後分析により、材料特性変

化（微細組織変化、ミクロ強度特性変化等）に及ぼす各条件パラメータ（照射速度、照射損傷量、照射温

度）依存性について評価する。 

 

２．実施方法 

 軽水炉稼働温度域を対象に照射挙動評価の温度条件を室温から300℃以下の範囲に設定し、使用中の材料

特性変化として懸念される酸化物粒子の溶解（分解）及び母相の照射下相分離（α相とα’相への2相分離）

に着目した各種評価（微細組織安定性評価、機械的特性評価等）を行う。 

系統的な照射試験条件で各種基礎試験データを整備することで、使用想定範囲の網羅的なイオン照射挙動

評価を行う。 

 

３．結果及び考察、今後の展開等 

 温度：300℃（照射期間中一定で1温度条件のみ）、照射速度10-4 dpa/s（照射期間中一定で1速度条件の

み）、照射量：0.5, 5.0, 20.0 dpaの各条件でFeイオン照射した時の硬さ値は、0.5dpaで一度大きく上昇

し、0.5dpa 以降は照射量増大とともに徐々に硬化した。一方、組織観察からは、0.5dpa では組織変化は見

られないが、5.0dpa まで照射されると顕著な照射欠陥組織の核形成・成長が見られ、照射初期の硬さ変化

に寄与した微小な組織要因の存在が示唆された。 

 腐食特性に及ぼす照射欠陥の影響評価については、現在、イオン照射材の準備を終えた段階にあり、今後

高温・高圧水中での腐食試験を開始する予定である。 
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